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◆「大宮」の歴史 

・中世以前は氷川神社の「門前町」 

・江戸時代は中山道の「宿場町」 

・明治１８年に大宮駅が開業し、以後、鉄道関連施設が集積する「鉄道のまち」へ 

・明治２７年に車両基地（現ＪＲ東日本大宮総合車両センター）が設置される 

・第二次世界大戦では、宮町一丁目付近が被災。空襲を契機に大宮中央通線を拡幅 

・東口は大宮以北を商圏とする「商業の街」として発展 

・昭和３０年代後半から昭和４０年代にかけ大規模商業店舗の進出が続き、商業・業務系ビルが集積 

・昭和５７年に東北・上越新幹線開業。西口では土地区画整理事業が進み大規模建築物も立地 

・平成２２年に「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」の公表 

・平成２７年に北陸新幹線、上野東京ラインの開業 

・平成２８年に北海道新幹線の開業 

・平成２８年に「首都圏広域地方計画」、「東京圏における今後の都市鉄道のあり方について」の公表 

◆大宮駅周辺地域戦略ビジョン 

○将来像 

○優先的に取り組むべきプロジェクト 

・「おもてなし歩行エリア」の形成 

・「おもてなしひろば」の創出 

・複合的な事業促進による「おもてなしまち再生」 

・公共施設再編による「連鎖型まちづくり」 

◆首都圏広域地方計画 

◆東京圏における今後の都市鉄道のあり方について（交通政策審議会 答申）

駅空間の質的進化に資するプロジェクト

（ア）広域的な交通ネットワークの拠点となる駅におけるプロジェクト ［４］大宮駅

・北海道・東北、上越・北陸新幹線の発着駅であるとともに、ＪＲ各路線や東武鉄道も乗り入れる東京圏北部の交通の要所

・東武大宮駅の移設等による鉄道路線間の乗換改善や東西連絡通路及び東口駅前広場の整備等による回遊性の向上が図られることを期待

地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充実に資するプロジェクト 

＜９＞東西交通大宮ルートの新設（大宮～さいたま新都心～浦和美園（中量軌道システム））

【意義】

まちづくりが進められている大宮駅周辺地区と浦和美園地区とのアクセス利便性の向上を期待

【課題】

・収支採算性に課題があるため、関係地方公共団体等において、需要の創出に繋がる沿線開発や交流人

口の増加に向けた取組等を着実に進めた上で、事業計画について十分な検討が行われることを期待

・また、導入空間の確保を含めたルートについて、検討が行われることも期待

プロジェクト 4－11 東北圏・北陸圏・北海道連結首都圏対流拠点の創出プロジェクト

            ～東日本の玄関口機能を果たし、スーパー・メガリージョンを支える対流拠点の創出～

東日本の顔となるまち
東京中心部、北関東・東北地方や上信越地方と連携

し、多様な都市活動が展開される東日本の交流拠点

都市として、また、さいたま市の「顔」として、市

民が誇りに思えるまちをつくります。

おもてなし、あふれるまち
大宮らしさを感じさせる様々な場所の個性を活か

した「おもてなし」にあふれる地域として、初めて

大宮を訪れる人も、大宮で働く人も、住む人も、楽

しめるまちをつくります。 

氷川の社、継ぐまち
豊かな都市生活を守り、育て、継承していく地域と

して、氷川の社に象徴される地域資源の活用、環境

負荷の低減や高齢化社会への対応、次世代の育成な

どに取り組むまちをつくります。 
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◆現在のまちづくりの取組み等 

大宮駅東口周辺 

○氷川緑道西通線・・・① 

南区間（約７００ｍ）：平成２０年度に事業認可。平成２５年度より工事着手。 

北区間（約３１５ｍ）：平成２６年度に事業認可。 

○大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業・・・② 

平成２８年３月に事業計画認可。平成３２年度に工事完了予定。ホール機能、業務、商業等が入居予定。 

○大宮区役所新庁舎・・・③ 

図書館等と合築。平成３１年５月に供用開始予定。 

○大宮駅東口公共施設再編・・・④ 

大宮区役所や市民会館おおみや、図書館跡地等の活用方策を検討。 

○駅前広場に隣接するまちづくり団体・・・⑤ 

駅前では、４つの地区でまちづくりの実現に向けた検討を進めている。 

○一宮通りのまちづくり・・・⑥ 

  電線類地中化、道路の美装化に向けまちづくり協議会が活動中。 

大宮駅西口周辺 

○大宮駅西口第四土地区画整理事業・・・⑦ 

平成７年度より事業着手、施行期間は平成３０年度末を予定。 

○大宮駅西口第３－Ｂ地区第一種市街地再開発事業・・・⑧ 

平成２７年度に都市計画決定。平成３２年度に工事完了予定。 

○桜木駐車場用地の利活用（ＭＩＣＥ対応施設の誘致）・・・⑨ 

平成２８年度に事業者募集。平成３２年度の開業を予定。 

さいたま新都心駅周辺 

○長距離バスターミナル・・・⑩ 

民間活力導入の手法等について検討中。

○防災公園整備・・・⑪ 

平成２８年度に工事着手。平成３０年度に供用開始予定。

〇北袋町１丁目土地区画整理事業・・・⑫ 

平成２７年度に事業計画決定。施行期間は平成２９年度末を予定。 

〇さいたま新都心ビル（仮称）新築事業・・・⑬ 

平成２９年４月に工事完了予定。保育施設、事務所、店舗、ホテル等が入居予定。 

○さいたま新都心に赤十字病院・・・⑭ 

 平成２９年１月に移転完了予定。 

位置図 

⑦ 

⑧ 
② 

① 

③ 

⑥ 

⑤ 

⑫ 
⑩ 

⑪ 

⑬ 

大門町２丁目中地区 

市街地再開発事業 

（完成イメージ） 

氷川緑道西通線（完成イメージ） 

④ 

一宮通り（将来イメージ） 

大宮駅 

さいたま新都心駅 

⑭ 

⑨ 
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◆なぜ今、大宮駅グランドセントラルステーション化構想 

（ＧＣＳ構想）が必要なのか？

◆位置付け 

・本構想は、「大宮駅周辺地域戦略ビジョン（H22.5）」にある、「ターミナル街区」（駅とその周辺街区）

のまちづくりの具体化を図るため、「整備方針」や「取組内容」、「実現のための方策」等を描き、市

民・事業者・行政等が「個別の整備計画」をつくる際の共通の指針として位置付けるものです。 

その中で、「大宮」が国の計画等に位置づけられた 

【首都圏広域地方計画】スーパーメガリージョンを支える対流拠点としての位置づけ 

【東京圏における今後の都市鉄道のあり方について】 

広域的な交通ネットワーク拠点駅プロジェクトとしての位置づけ 

大宮駅グランドセントラルステーション化構想は、「首都圏広域地方計画」で重要視している 

眼前の「運命の 10 年」を逃すことなく、東日本の玄関口である大宮、ひいてはさいたま市の

プレゼンスを飛躍的に向上させ、日本の誇るべき都市として地位を確立させていくことを目的

に作成する。 

「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」の策定から 6年が経過 

・大宮駅周辺において、市街地再開発事業や大宮区役所新庁舎整備の計画、氷川緑

道西通線の進捗等、まちづくりが進んできた 

・北陸・北海道新幹線の開業や、上野東京ラインの開通など大宮の交通結節点としての

プレゼンス（存在感）はますます高まってきた 

さいたま市総合振興計画 

大宮駅周辺 
地域戦略ビジョン 

さいたま市 
都市計画マスタープラン 

大宮駅グランドセントラルステーション化構想 

ターミナル街区の具体化

首都圏 

広域地方計画 

さいたま市 

成長戦略 

さいたま市 

まち・ひと・しごと 

創生総合戦略 

整備方針

＜役割＞市民・事業者・行政の共通の指針

さいたま新都心 
将来ビジョン 

個別の整備計画 

連携

○ターミナル街区／駅および駅前ゾーン 

大宮駅とその周辺街区が一体となり、交通の要衝、街の玄関口としての機能強化を図る。 

大宮駅周辺地域戦略ビジョンより 

構想に基づき作成

 一方、社会経済潮流は大きく変化するとともに、災害への備えが必要 

・人口減少下において、「対流促進型国土」の形成に向けた取組が必要である 

・首都直下地震をはじめ、災害への一層の対応力が求められている 

取組内容と 
実現のための方策 

（規制緩和、支援措置等） 
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◆対象範囲 

・本構想は、「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」の検討対象である大宮駅周辺地域（約 190ha）のうち、

駅、駅周辺交通基盤、及び駅周辺街区からなる「ターミナル街区」を概ねの構想の範囲とする。 

・なお、検討にあたっては、公共施設再編や周辺のまちづくり等と連携して進めていく。 

◆検討体制（案） 

大宮グランドセントラルステーション推進会議（ＧＣＳ推進会議） 

■目  的：①市が公表・策定するＧＣＳ構想に関して意見を聴き、方向性を共有する場

      ②駅、交通基盤整備、駅周辺街区のまちづくりに関して情報共有する場

■メンバー：学識経験者、鉄道事業者、地元まちづくり団体、国、県、市 等

基盤整備推進部会 

■目  的：駅及び交通基盤整等の「取組

内容」と「実現のための方策」

に関して調整を図る場

■メンバー：鉄道事業者等の関係者 

※詳細は今後調整を行う

まちづくり推進部会 

■目  的：駅周辺街区の再開発等のまち

づくりの「取組内容」と「実現

のための方策」に関して調整を

図る場

■メンバー：まちづくり団体等の関係者 

※詳細は今後調整

連携

※点線枠内は来年度に設置予定

大宮駅周辺地域戦略ビジョン対象区域

さいたま新都心将来ビジョン対象区域

都市再生緊急整備地域対象区域

駅周辺交通基盤

駅周辺街区

公共施設再編 

ＭＩＣＥ対応施設の誘致 
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◆ＧＣＳ構想の今後の展開イメージ（案） 

駅、交通基盤整備、駅周辺のまちづくり 

に関する情報共有等 

計画の進捗管理・調整 

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０～

Ｇ
Ｃ
Ｓ
推
進
会
議

基
盤
整
備
推
進
部
会

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
会

整備方針 

シンポジウム 
（進捗報告等）

取組内容と 

実現のための方策

駅、交通基盤整備等

の「取組内容」と「実

現のための方策」に

関する調整

計画の進捗管理・調整 

再開発等のまちづ

くりの「取組内容」

と「実現のための方

策」に関する調整

推進 

会議 

8 月

推進 

会議 

10 月

推進 

会議 

1 月

全
体

各事業者が個別の
整備計画を作成 

都市計画決定 
事業計画認可等 

ＧＣＳ構想
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１．「大宮」の現状と将来性からみた「強み」 

（１）交通 

○ 抜群の広域交通アクセスで大宮駅と東日本の主要都市は結ばれている 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇広大な後背圏を抱える東日本のハブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲2 時間到達圏の比較 

 
 
〇東京西部から大宮経由での速達性の高さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇首都圏広域地方計画における位置づけ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■東北・秋田・山形・上越・北陸・北海道方面からの新幹線が集結した広大な後背圏を抱える東

日本のハブとなっている。 

■東京西部から東北・北陸方面等への新幹線を利用する場合、東京都心経由よりも、大宮経由の

方がアクセスが良い。 

■首都圏広域地方計画では、西日本の玄関口「品川」と並び、東日本の玄関口として「大宮」が

位置付けられた。 

資料：首都圏広域地方計画プロジェクト参考資料（国土交通省関東地方整備局） 

首都圏広域地方計画では、西日本の玄関口「品川」

と並び東日本の玄関口として位置付けられた 

東北方面へのアクセスは

東京多摩地域及び 23 区西

部の多くの駅では大宮経

由の方が早い 

大宮⇒各県庁所在地駅 品川⇒各県庁所在地駅 

東北、北陸、信越地方等、

東日本各都市から日帰り

での観光・業務が可能 
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○ 公共交通の結節点として多くの人を集めている 
 
 

 

〇全国でも屈指の乗降客数 
 

 
 
 

 

 

○ 東北道、関越道、首都圏３環状道路等の高速道路ネットワークを最大限

活用できるポジションにある 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇３環状道路等の高速道路へアクセスしやすい立地 
 

大宮 

■東日本へつながる東北道、関越道へのアクセスが良好 

■圏央道や上尾道路の開通、さらには首都高速道路の延伸となる新大宮上尾道路等、良好な高速

道路ネットワークの整備により今後さらなるポテンシャルの高まりが見込まれる。 

上尾道路の開通（宮前 IC～

桶川北本 IC）により、圏央

道へのアクセス時間が半

減。（約 33 分→約 16 分） 

■全国でも９番目の乗降客数を誇る駅である。 

新大宮上尾道路や首都高速埼玉新都心線の延伸

等により、圏央道や東北自動車道と接続 

資料：2014 年度各駅の乗車人員（JR 東日本）、乗車人員ベスト 10 駅平成 26（2014）年度（JR 東海）、 
データで見る JR 西日本 2015（JR 西日本）、交通・営業データ（平成 26 年度）（JR 九州）より作成 

＜JR東日本・東海・西日本・九州における駅別乗車人員ランキング＞

順位 駅名 平均乗車人員（万人/日） 備考

1位 新宿 74.8 山手線

2位 池袋 55.0 山手線

3位 大阪 42.4
4位 東京 41.8 山手線

5位 横浜 40.4
6位 渋谷 37.0 山手線

7位 品川 34.2 山手線

8位 新橋 25.4 山手線

9位 大宮 24.5
10位 秋葉原 24.1 山手線

山手線を除くと大阪、横浜

に次ぐ全国 3 位の駅 

資料：東武鉄道ホームページ（駅情報（乗降人員）平成 27 年度 1 日平均）（東武鉄道）より作成 

資料：平成 24 年版都市交通年報（一般財団法人運輸政策研究機構）[平成 22 年度データ]より作成 

＜東武鉄道における駅別乗降人員ランキング＞

順位 駅名 平均乗降者数（万人/日） 路線

1位 池袋 47.8 東上本線

2位 北千住 44.4 伊勢崎線

3位 和光市 16.8 東上本線

4位 朝霞台 15.8 東上本線

5位 新越谷 14.8 伊勢崎線

6位 柏 14.3 野田線

7位 大宮 13.4 野田線

8位 川越 12.8 東上本線

9位 船橋 11.3 野田線

10位 とうきょうスカイツリー
（旧・業平橋）

11.1 伊勢崎線

＜ニューシャトルにおける駅別乗降人員ランキング＞

順位 駅名 平均乗降者数（万人/日） 備考

1位 大宮 4.05 伊奈線

2位 鉄道博物館 0.75 伊奈線

3位 加茂宮 0.50 伊奈線

4位 今羽 0.43 伊奈線

5位 内宿 0.40 伊奈線

6位 羽貫 0.39 伊奈線

7位 東宮原 0.39 伊奈線

8位 沼南 0.39 伊奈線

9位 吉野原 0.34 伊奈線

10位 志久 0.32 伊奈線

新大宮上尾道路や首都高速埼玉新都心線の延伸

等により、圏央道や東北自動車道と接続 

資料：東京都建設局ＨＰ 

大宮 
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（２）都市機能（ビジネス） 

○ 多くの企業から注目・選ばれるポテンシャルを持っている 
 
 
 
 
〇「低い空室率」と「高い賃料」 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
〇転入企業数が政令指定都市では第２位 

 

 

 

 

 

 

（３）都市機能（商業） 

○ 商都・大宮として県内随一の商業集積を誇っている 
 
 

 

 
〇県内トップの商業集積地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
〇路地空間を活かした個性的な店舗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■横浜などよりもオフィス床の空室率が低く、賃料も高い状態で推移している。 

■転入企業数が指定都市順位 2 位であり、さいたま市に多くの企業が集まっている。 

品川・田町エリア 

よりも低い空室率 

■商業販売額・事業所数・従業員数、どれをとっても県内トップの商業集積地である。 

県内ではさいたま市が店舗数、売上高ともに圧倒

的に多く、市内では大宮区が同様に最も多い 

多くの路面店に

より、まちの個

性を演出してい

る一方、老朽化

も進んでいる 

資料：「さいたま市立地特性分析調査及び誘致対象地域現況調査等業務」 
  （（株）帝国データバンク・平成 25 年） 

資料：平成 24 年経済センサス活動調査（経済産業省） 
横浜市より高い賃料 

資料：CBRE「ジャパンオフィスマーケット
ビュー」より作成。 

※オフィス賃料については、東京はグレード
Ａ及びＢ、東京以外はオールグレード」
を対象とした。 

グレード

オールグレード

東京（グレードＡ）
千代田区・中央区・港
区・新宿区・渋谷区

貸室総面積　6,500坪以上
延床面積　　 10,000坪以上
基準階面積　500坪以上

11年未満

東京（グレードＢ） 東京23区内
延床面積　　 2～7,000坪未満
基準階面積　200坪以上

新耐震基準に
準拠したビル

延床面積　　1,000坪以上

定義

-300

-150

0

150

300

450

-100

-50

0

50

100

150
さいたま市 転入

さいたま市 転出

横浜市 純増減（2軸）

さいたま市 純増減（2軸）

川崎市 純増減（2軸）

堺市 純増減（2軸）

相模原市 純増減（2軸）

さいたま市転入・転出

企業数

政令市

順増減数

2003 年から 2012 年の 10 年間

の企業本社の転入超過数は 112

社となっており、政令指定都市

順位は２位（１位は横浜市） 
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（４）都市機能（居住） 

○ 住みやすい・住み続けたいまちとして評価が高く、駅周辺でマンション建

設が進んでいる 
 
 

 

〇市内でも人気のある住宅地 
 

 

 

 

 

 

  

■市民意識調査では、約 9 割の人が大宮を「住みやすい」「住み続けたい」と感じている。 

▲大宮駅周辺における 2000 年以降に建設された（もしくは建設予定の）主なマンション 

大宮駅周辺では 2000 年以降、

多くのマンション建設が進んで

いる 

資料：平成 27 年度 さいたま市民意識調査（さいたま市）より作成 
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さいたま市全体 大宮区

▲居住者における今の地域を選んだ理由（さいたま市全体と大宮区の比較） 
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さいたま市全体 大宮区

住みやすい（住みやすい、どちらかといえば住みやすいの合計）

定住意向（今の地域にずっと住み続けたい、当分の間住み続けたいの合計）[2軸]

▲居住者における住みやすさと定住意向（さいたま市全体と大宮区の比較） 

市全体と比較して大宮区は、 

「住みやすい」「住み続けたい」のポイント数が高い 

市全体と比較して大宮区は、「通勤･通学の都合」や 

「交通の便のよさ」を理由に住んでいる人が多い 
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（５）東日本連携 

○ 関東 11 都県を巡る広域観光ルートの重要な結節点に位置している 
 
 

 

 

〇「東京回廊」の主要ゲートウェイ 
・H27 年に７ルートが設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・H28 年 6月に東京回廊を含む４ルートが追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 東日本連携・創生フォーラムが開催されるなど他市との連携が進んでいる 
 
 
 
 
〇東日本連携・創生フォーラム宣言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【参加都市】函館市、青森市、盛岡市、秋田市、福島市、郡山市、新潟市、高岡市、氷見市、

南砺市、金沢市、長野市、さいたま市 

（オブザーバー）八戸市、山形市、仙台市、那須塩原市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大宮は「広域観光周遊ルート形成計画」（観光庁）で作成された関東 11 都県を巡る広域観光ル

ートの重要な結節点にあたる。 

資料：広域観光周遊ルート形成計画概要資料（観光庁） 

・平成 28 年には新たに４つの広域観光周遊ルート形

成計画が認定をうけたが、そのうちの一つである「東

京回廊」（仮称）では、関東 11 都県のまたがる周遊

ルートを指定 

・大宮は主要広域観光ルートが結節する位置にあたる 

■平成 27 年 10 月 26 日に東日本の各新幹線沿線自治体と、東日本各都市の連携による地方創生

及び地域の活性化に向けた意見交換を実施し、東日本連携・創生フォーラム宣言を採択した。 

１ 地域資源の相互活用による、相乗的な地域活性化の促進・交流人口の拡大 

人口減少による消費市場の規模縮小は、地域経済の縮小を招き、住民の経済力の低下、ひいて

は地域のにぎわい喪失につながる危険性をはらんでいる。広域連携による物産、文化、祭、イベ

ント等の地域資源を相互に活用し、観光客誘致に向けた共同発信、事業承継のための文化交流

など、ヒト、モノ、情報の交流を促し、多様で相乗的な地域活性化に取り組んでいく。 

２ 経済活動促進のための広域的取組の実施 

取引機会の拡大や販路開拓、連携によるイノベーションの創出などは、地域産業が事業活動

を継続し、成長力を確保するうえで非常に重要な取組である。各地域の自治体や経済団体、産

業支援機関等と顔の見える確かな関係を構築し、連携を容易にすることで、新たな事業展開を

創出するとともに、多くのビジネスチャンスを生む支援策・仕組みを実施していく。 

３ 新たな可能性、地域課題解決に向けた連携 

今後の社会情勢、地域事情の変化により新たに生まれる課題の解決や、地域の活性化に向け、

前例にとらわれず新たな可能性を見出すべく、広域的な連携を実施していく。 
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（７）防災 

○ 東口周辺は狭隘な道路や狭小な建物が多く防災安全性に課題がある 
 
 
 
 
〇ターミナル街区東側に防災上の課題あり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
  

■ターミナル街区東側を中心に、災害危険性の高い街区や細街路が多く残り、災害への安全性に

課題を抱えるほか、都市機能の更新も停滞している。 

▲大宮駅周辺の建物高さ 
資料：さいたま市構造化データファイル(H26.10) 

(さいたまっぷ) 
西口に比べ地震時の建物被害が

大きい 狭隘道路が多い 

▲駅周辺の 4ｍ未満の道路配置 
資料：防災まちづくり情報マップ 

（H27.3 さいたま） 

▲建物被害分布図（揺れによる被害） 
資料：さいたま市防災カルテ 

（H26.3 さいたま市） 

西口に比べ低層な建物が多く敷地規

模が小さい建物が密集している 
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３．  

【東日本の対流促進に向けて】 東日本の玄関口 「大宮」 として取り組むべき方針 

≪整備方針① ビジネス≫ 

地の利を活かし、東日本の拠点としてのビジネス機能を集積させていくべき 

⇒ビジネス環境の向上を図るため、企業立地補助等を活用しながら、国内外企業の本社機能や研

究開発機能等、拠点的な業務機能の誘致に取り組んでいくとともに、再開発事業等により、オ

フィス、ホテル、会議室等の供給を促進していきたい。 

⇒業務機能の集積を後押しするための規制緩和、財政支援、税制支援等として、都市再生緊急整

備地域等の導入を検討していきたい。 

【さいたま市・埼玉県の企業立地に関する補助制度】 

・さいたま市産業立地促進補助金：事業所等を建設する、投資額の 10％、最大 10 億円を補助 

・さいたま市産業進出促進事業所等賃借料補助金：事業所等を賃借する場合、賃借料の 3 か月分、最大

600 万円を補助 

・その他：埼玉県産業立地促進補助金、埼玉県産業立地資金 等 

【参考：都市再生緊急整備地域について】 

・都市計画の提案制度 ・民間都市開発推進機構によるメザニン支援 

・市街地再開発事業の認可等について認可期間を設定（3か月以内） 

・不動産所得税について、課税標準１／５控除 ・固定資産税・都市計画税について、最大１／２控除 

 

 

≪整備方針② 公共交通・他モード連携≫ 

東日本からの集結・交流機能を高める、更なる交通結節機能の充実を図っていくべき 

⇒初めて大宮を訪れた人にも分かりやすく、便利・快適、安心・安全な交通基盤の再編・強化を

図るため、周辺のまちづくりと協力し、必要な広さと機能を確保していく。 

⇒様々な支援制度を用いながら乗換改善などの大宮駅の機能強化を図っていきたい。 

⇒空港アクセス強化や中量軌道システムの導入等、交通ネットワークの強化を図っていきたい。 

 

 

≪整備方針③ 東日本連携≫ 

新たな価値を創造する対流拠点機能を強化し、東日本の主要都市間と共存・共栄を目指すべき 

⇒東日本のヒト・モノ・情報の交流や企業活動の活発化を促進し、広域周遊観光ルートの玄関口

として、東日本との連携を促進する機能を確保・強化するとともに、連携を踏まえた企業立地

等の促進を図る。 

 

 【回遊性あるまちづくりに向けて】  さいたま市の都心として取り組むべき方針 

≪整備方針④ 商業≫ 

地元商店や路地空間の魅力、拠点的な商業集積等を活かし、商都大宮を再生していくべき 

⇒駅周辺街区が相互に協力・連携しながら、個性ある店舗や路地空間の賑わいの継承、拠点的な

商業施設のリニューアル等を通し、大宮で培われてきた商業機能の拠点性を再生していきたい。 

   

≪整備方針⑤ 歩行者ネットワーク・たまり空間≫ 

駅からまちへ人を惹きつけるとともに、まちからまちへの回遊機能を強化していくべき 

⇒「大宮のまちに降りてみたい」と感じられるよう、まちへの視点場の設置やまちの魅力が伝わ

る情報提供など乗換客等をまちへ誘導する工夫を図っていきたい。 

⇒まちで行われる様々なイベントとともに活気にあふれ多くの人を惹きつける拠点として、まち

なかを快適に回遊できる歩行者中心の人に優しい移動環境を整えていきたい。 

 

≪整備方針⑥ 地域コミュニティ≫ 

都心の便利さと緑の近さがコンパクトにミックスされた上質な住環境を地域で育成していくべき 

⇒再開発事業等により、ターミナル駅でありながら自然・歴史を近くに感じることができる大宮

らしい都心居住を提供していきたい。 

⇒地域によるまちづくり活動、祭りやイベント等の活動を活性化させていきたい。 

 

 【共通】  共通事項として取り組むべき方針 

≪整備方針⑦ 景観≫ 

大いなる宮居としての風格ある駅前景観を形成していくべき 

⇒まちを訪れる人の記憶に残る、大宮を象徴するような風格ある駅や駅前広場のデザイン、最先

端技術が備わった環境に優しい空間を創出していきたい。 

 

≪整備方針⑧ 防災≫ 

首都直下地震や都市型災害に対する強靱性を備えたまちづくりの推進を図っていくべき 

⇒面整備等による市街地更新とともに、多数の駅利用者や来訪者等の帰宅困難者が想定されるこ

とから、大規模災害に対する備えがなされた駅及び駅周辺としていきたい。 

 


